
 

 

 

10 月 19 日（土）、「以心伝心 全員で 目標達成 南の子」の文化祭スローガンのもと、文化

祭を開催することができました。昨年度に引き続き、来賓もお迎えし、家族や地域の方に見守ら

れながら、どの子も一生懸命発表することができました。子供たちの演じた後の退場する時の

表情は、「がんばった！」と晴れやかな表情だったり、ちょっと恥ずかしそうな表情だったり、

凛々しい顔、スンと澄ました顔など、達成感・充実感を味わえたことが伝わりました。４月から

の一人一人の成長、１年生から６年生までの学年ごとの成長の姿をみることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 

報 
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令和６年 11月 15日 

一関市立南小学校 

    文責：山村 淳 

は、音読劇「くじらぐも」、歌「ぷっかり くじら」

他を発表。子供たちと一緒に空を冒険している気分になりま

した。「あのくじらも学校が好きなんだね」辺りからのセリフ

のつながりが特にすばらしかったです。１年生なのに、歌も

音程のとれた声で、サンバの踊りも加えていて、とても上手

でした。 

 

は、学習発表「命を守る防災学習」、合唱「僕は 

ここにいる」を発表。まずは、４年生全体の姿勢がすばらし

かったです。一人一人の声もハキハキと落ち着いていて、限

られた短い時間に伝えたいことをしっかりとまとめていまし

た。合唱では、かけ合いのところやハモリがとてもきれいで

した。 

 

は、音読劇「お手紙」、歌「ともだちに なるた

めに」を発表。始めの「ハイ！」の返事と終わりの「大切な

友達！」の全体の声がすばらしかったです。がま君とかえる

君が悲しい気持ちの時には会場もシーンとなり、お手紙が届

いた後は幸せな優しい気持ちになりました。手話付きの歌も

よかったです。 

は、音読劇「ありの行列」、合唱「とどけよう こ

のゆめを」を発表。子供たちが本当にありの集団に見え、あ

りのすごさが伝わる音読劇でした。「実験開始！」の声がよか

ったです。「ありの歌」では、出だしの声で引き付け、響きの

あるいい声でした。あの「ありの歌」は、メロディーが頭に残

りますね。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 令和６年度 第 17 回「税に関する絵はがきコンクール」 

  一関地区法人会会長賞  ６年 芳賀 陽莉 さん 

″   奨励賞  ６年 下平 莉桜 さん    ″   奨励賞  ６年 菅原 龍輝 さん 

     ″   奨励賞  ６年 髙橋 一花 さん 
 

◆ 第 21 回みちのく「二夜庵」俳句大会 小中学校・児童生徒の部 

  奨励賞（入選）  ５年 煙山  翠 さん 「えんぴつが動かなくなる梅雨闇だ」 

     ″     ５年 鈴木 悠斗 さん 「こうもりが夏の月見て笑い出す」 
 

◆ 令和６年度 一関市消防本部防火ポスターコンクール 

  佳作  ４年 髙橋 宗志 さん           ″   ４年 南 眞海子 さん 

   ″   ４年 小達 美月 さん           ″   ４年 今野 心遥 さん 

   ″   ４年 中澤 拓士 さん 
 

◆ 令和６年度 一関市児童・生徒納税作品  習字の部 

  一関市納税貯蓄組合連合会長賞  ３年 藤田 尚人 さん（半切の部） 

銀賞  ４年 南 眞海子 さん（半紙の部）   ６年 佐藤 愛桜 さん（半切の部） 
 

◆ 第 28 回全関東空手道選手権大會 組手 小学校５年男子 選抜上級 中量級 

  準優勝  ５年 武居 結友 さん 
 

南っ子の活躍 

 

 

 

 

 PTA 企画として「今がんばっていること！」 

作品展やハロウィンの飾り付け、からあげや 

パン、ポップコーンの販売などを行い、子供 

たちの文化祭を盛り上げていただきました。 

ありがとうございました。 

は、学習発表「We are the world.」、表現活動

「世界の歌・踊り」、合唱「地球星歌」を発表。どの国も恥

ずかしがらずに堂々と発表していたのが何よりすばらしかっ

たです。司会の子も博士の子も一人一人の声がとてもしっか

りしていました。「声の出る学年だなぁ」と改めて感心しま

した。合唱では、全体の目線や声がよく、「高学年らしくな

ってきたなぁ」とうれしくなりました。 

は、

 


